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●
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
は
少
子
化
対
策
の
糸
口
と
な
り
得
る
か

定
価  

７
９
２
円（
税
込
み
）

 不妊治療の保険適用は
 少子化対策の
 糸口となり得るか
 不妊治療の保険適用について
 一戸和成

 
 大局大説
 医療分野におけるデジタル活用
 森田 朗

 第56回 健康強調月間－生活習慣病予防普及月間－

特 集
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、マ
ス

ク
着
用
・
3
密
回
避
な
ど
国
民
一
人
ひ

と
り
の
日
常
的
対
応
や
事
業
者
の
協

力
措
置
等
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、4
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
開
催
さ
れ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
、さ
ら

に
感
染
拡
大
し
医
療
提
供
体
制
は
各

地
で
ひ
っ
迫
し
た
。全
国
知
事
会
は「
感

染
爆
発
」と
指
摘
し
、異
常
気
象
に
よ

る
全
国
各
地
の
豪
雨
災
害
と
も
重
な
っ

て
国
民
生
活
を
不
安
に
陥
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、よ
う
や
く
65
歳
以
上

高
齢
者
の
接
種
率
が
約
87
％
に
達
し

た
こ
と
も
あ
り
、重
症
者
は
い
ま
だ
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
が
低
い
40
〜
50
歳
代

な
ど
へ
低
年
齢
化
し
て
い
る
。国
民
や

事
業
者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上
、有
用
性
の

高
い
治
療
薬
の
開
発
と
安
定
的
な
供
給
、

必
要
に
応
じ
て
入
院
で
き
る
医
療
提

供
体
制
が
重
要
で
あ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
変
異
株
が
相
次
い
で
出
現

し
、ワ
ク
チ
ン
の
効
果
持
続
期
間
が
明

ら
か
で
は
な
い
た
め
、一
部
の
国
で
は

3
回
目
の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
に
踏
み

切
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、他
方
、人
権
の

観
点
か
ら
も
開
発
途
上
国
に
お
け
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
世
界
的
課
題
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、国
内
開
発
に
よ
る
ワ

ク
チ
ン
供
給
の
体
制
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、製
薬
企
業
、ア
カ
デ
ミ

ア
、厚
生
労
働
省
な
ど
が
一
体
と
な
っ

た
積
極
的
取
り
組
み
を
切
望
し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治

療
薬
に
つ
い
て
は
、わ
が
国
で
昨
年
5

月
に
特
例
承
認
を
受
け
た
ベ
ク
ル
リ
ー

点
滴
静
注
用（
ギ
リ
ア
ド
社
、一
般
名

レ
ム
デ
シ
ビ
ル
）は
、こ
れ
ま
で
国
が

国
費
で
全
量
を
買
い
上
げ
て
医
療
機

関
に
無
償
提
供
し
て
き
た
。本
年
8
月

12
日
に
薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
、10
月

以
降
保
険
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
場
合
も
、患
者
自
己
負
担
分
は
感

染
症
法
に
よ
り
公
費
負
担
と
な
る
た

め
自
己
負
担
は
発
生
し
な
い
。

　

ま
た
、本
年
7
月
19
日
に
特
例
承
認

を
受
け
た
ロ
ナ
プ
リ
ー
ブ
点
滴
静
注（
注

射
薬
。ロ
シ
ュ
社
・
中
外
製
薬
）は
、軽

度
か
ら
中
等
度
の
患
者
が
投
与
対
象

と
さ
れ
て
い
る
。1
回
の
投
与
で
重
症

化
の
抑
制
と
症
状
消
失
ま
で
の
期
間

短
縮
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、入
院
の

必
要
性
の
低
い
軽
症
患
者
を
ロ
ナ
プ

リ
ー
ブ
投
与
の
た
め
入
院
さ
せ
る
と

い
う
の
で
は
、患
者
の
視
点
、病
床
ひ
っ

迫
や
医
療
人
材
の
観
点
、ひ
い
て
は
保

険
料
負
担
の
面
か
ら
も
適
切
で
は
な
い
。

　

関
係
学
会
は
8
月
10
日
、入
院
に
限

定
せ
ず
に
外
来
や
往
診
で
の
使
用
を

認
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
要
望
書
を

厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
た
。

　

軽
症
患
者
へ
の
投
与
に
よ
る
入
院
・

死
亡
リ
ス
ク
低
減
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を

確
認
し
た
上
で
、薬
価
面
も
含
め
て
保

険
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討

を
深
め
た
い
。

　

ま
た
、軽
症
段
階
で
の
使
用
や
患
者

数
の
多
さ
な
ど
を
考
え
る
と
、錠
剤
や

カ
プ
セ
ル
な
ど
の
経
口
剤
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。塩
野
義
製
薬
が
経
口

投
与
の
新
型
コ
ロ
ナ
治
療
薬
に
つ
い

て
国
内
臨
床
第
1
相
試
験
を
開
始
し
、

「
条
件
付
き
早
期
承
認
」の
年
内
申
請

を
目
指
し
て
い
る
が
、わ
が
国
の
製
薬

企
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
期
待

し
た
い
。

新

新型コロナウイルスのワクチンと
治療薬の開発・供給と使用
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